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21世紀気候変動予測革新プログラム

平成２０年度研究成果報告会

日時：平成２１年１月１６日（金）９：３０～１７：００

場所：女性と仕事の未来館
・・・プログラム(案)・・・

９：３０　　開会挨拶　　　　　　　　　　　　　　・・・文部科学省

９：３５～９：５０（１５分）　　全体説明　　　　・・・プログラム統括

９：５０～１０：００（１０分）　講評委員紹介

　　　　

１０：００～１１：４０（１００分）

地球環境予測
地球システム統合モデルによる長期気候変動予測実験

・・・時岡達志（海洋研究開発機構地球環境フロンティア研究センター長）


　　階層的モデル実験による長期気候変化予測の不確実性定量化

・・・河宮未知生（海洋研究開発機構地球環境フロンティア研究センター

　　　　　　　　　　　　　　　　グループリーダー）

GCM（大気海洋結合気候モデル）と結合される全球植生動態モデルの高度化と検証

・・・和田英太郎（海洋研究開発機構地球環境フロンティア研究センター

プログラムディレクター）

全球雲解像モデルによる雲降水システムの気候予測精度向上

・・・佐藤正樹（海洋研究開発機構地球環境フロンティア研究センター

サブリーダー）　　　　

　　　　　　

長期的気候変動を視野に入れた沿岸域災害リスクの世界評価

・・・横木裕宗（茨城大学広域水圏環境科学教育研究センター准教授）

気候変化に伴う自然災害が世界の主要穀物生産の安定性に及ぼす影響評価

・・・横沢正幸（農業環境技術研究所）

１１：４０～１２：１０（３０分）　質疑応答

１２：１０～１３：１０（６０分）　昼休み

１３：１０～１４：１５（６５分）

　　　　近未来気候予測

高解像度大気海洋結合モデルによる近未来予測実験

・・・木本昌秀（東京大学気候システム研究センター副センター長・教授）

アンサンブルデータ同化手法を用いた不確実性定量化技術の開発

・・・石井正好（海洋研究開発機構地球環境フロンティア研究センター

サブリーダー）

海洋モデルの高精度化による気候変動予測の向上に関する研究

・・・羽角博康（東京大学気候システム研究センター准教授）

　　　不確実性を考慮に入れた近未来予測に基づく水災害リスク変化の推定

・・・沖　大幹（東京大学生産技術研究所教授）

１４：１５～１４：３５（２０分）　質疑応答

１４：３５～１５：４０（６５分）

極端現象予測

超高解像度大気モデルによる将来の極端現象の変化予測に関する研究

・・・鬼頭昭雄（気象庁気象研究所気候研究部長）

　　　　　　流域圏を総合した災害環境変動評価

・・・中北英一（京都大学防災研究所気象・水象災害研究部門教授）

気候変動に伴う全球および特定脆弱地域への洪水リスク影響と減災対策の評価

・・・竹内邦良（土木研究所水災害・リスクマネジメント国際センター長）

超高解像度大気モデルによる気候変動予測の不確実性の定量化と低減に関する研究

・・・楠 昌司（気象庁気象研究所気候研究部第一研究室長）

１５：４０～１６：００（２０分）　質疑応答

１６：００～１６：１５（１５分）　休憩

１６：１５～１６：３０（１５分）
雲解像モデルの高度化とその全球モデル高精度化への利用

・・・坪木和久（名古屋大学地球水循環研究センター准教授）
１６：３０～１６：３５（５分）　質疑応答

１６：３５～１６：５０（１５分）
LESによる海洋微物理過程の高精度パラメタリゼーション

・・・日比谷紀之（東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻教授）
１６：５０～１６：５５（５分）　質疑応答

１６：５５～１７：００（５分）　全体講評

１７：００　閉会



【文科省委託事業】


文部科学省研究開発局海洋地球課


地球・環境科学技術推進室


電話：03-6734-4143





【問合せ先】


　財団法人　地球科学技術総合推進機構(AESTO)


　電話：045-770-5348








